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(Youth Level of Service/Case Management Inventory: YLS/CMI)は、我が国では少年鑑別所収容
少年を対象に検討されているだけで、少年鑑別所に収容されない在宅少年を対象にした場合でも、
YLS/CMI 合計得点によって再犯リスクを査定できるかは未検証の課題である。一方、機能的攻撃性






リスクを査定できるか検証する (研究 1)。②家裁に送致された在宅非行少年を対象とした FASの妥
当性を検証する (研究2)。③YLS/CMIの静的リスクと動的リスクによる予測的妥当性を検証する (研
究 3)。④FASの得点を加えることによって、YLS/ CMIによる再犯予測の精度が向上するかどうかを
検証する (研究 3)。 
(方法) 
 研究 2 では、平成 19 年 12 月から平成 28 年 3 月までに著者が家裁調査官として調査を担当した
382 人 (男子 322 人、女子 60 人、平均年齢 16.4歳) が対象となった。このうち、研究 3では著者
が平成 22 年 4 月からデータ収集を開始した 241 人を分析対象とし、研究 1 では、研究 3 の調査対
 
-２ 
象者から少年鑑別所収容少年 (N = 28) を除外した 213人の在宅少年に限定して分析が行われた。 
 調査内容は、YLS/CMI、FAS、年齢、性別、前歴の有無、処分結果、再犯の有無、再犯までの期間
で、家裁に少年が係属するたびに個別に著者が測定した。 
 著者は研究 1 で、決定木分析、カプランマイヤー推定法、Cox 比例ハザードモデルなどの統計手
法により YLS/CMI合計得点が再犯を予測するか検証した。研究 2では、確認的因子分析、多母集団
同時分析及びウィルコクスン順位和検定を用いて FASの因子的妥当性、交差妥当性及び基準関連妥





 研究１で著者は決定木分析を行い、3 つの分岐規則によって再犯率の異なる 4 つのリスク群 (リ
スクなし群、低リスク群、中リスク群、高リスク群) を抽出し、カプランマイヤー推定法による確
認を行った。その結果、中リスク群と高リスク群の生存関数が明確に分離しなかったので、中リス

















種類の動的リスクのうち、再犯を有意に予測したのは、余暇・娯楽と態度・志向の 2 つで、FAS で
は、YLS/CMIの影響を統制しても、同一性が再犯を有意に予測することを見出している。 
（考察） 
























令和 2 年 1 月 22 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
